


令和元年台風第19号による東日本大震災津波の復興施設に係る主な被害状況 
 

 台風第 19号の接近に伴い、岩手県内でも大雨特別警報が発令され、１時間降水量 95.0 mm

（普代）を記録した。 

 この台風により、県内では２名が死亡、５名が重傷を負い、多くの住家被害（全壊 19棟、

半壊 310 棟、一部損壊 614 棟、床上浸水 363棟、床下浸水 705棟）が発生したほか、交通

にも大きな被害が出ている。（令和元年 10月 18日 13時現在） 

 

 東日本大震災津波からの復旧・復興事業関係の主な被害状況は、以下のとおり。 

 
１ 三陸鉄道 

 ○ 路盤・盛土の流出、法面崩壊、土砂流入、線路冠水、排水溝欠損、倒木 等 
 ○ 釜石－宮古間、田老－久慈間で運転見合わせ中（代行バスを運行） 
 ○ 順次、復旧工事を進めながら運行を再開していく見込みであるが、全面復旧

には相当期間を要する見込み 
 
２ 農林水産関係施設 

 ○ 田老漁港ほか県内各漁港（宮古市ほか） 
   船揚場、漁港用地、泊地内等への流木漂着、土砂堆積ほか 
 ○ サケふ化場、サケ採捕場（宮古市、大船渡市ほか） 
   施設の浸水、地盤流出による基礎の暴露、土砂流入、杭流出ほか 
 ○ 本郷海岸 農地海岸保全施設（釜石市） 
   堤防付帯水路等土砂堆積 
 
３ 公共土木施設・災害公営住宅 

 ○ （主）岩泉平井賀普代線（田野畑村） 
   河川の越水による函渠工、路盤工、舗装工の手戻り 
 ○ 県営織笠アパート（山田町） 
   駐車場で土砂崩れが発生 
○ 根浜海岸（釜石市） 

   突堤の被覆石の崩壊、養浜砂の流出 
 
４ その他 

 ○ 道の駅たろう（宮古市） 
   70～80cm 程度浸水し、産直、食堂休業中 
 ○ 鯨と海の科学館（山田町） 
   土石流の施設流入 
○ 唐丹小学校、唐丹中学校（釜石市） 

   体育館床上浸水 
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※ 被害額については調査中 








